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北海道地方
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問1 北海道の日本海側から太平洋側にかけての地形断面図を分析したとき、中央部の険しい山地を挟んで西側と東側に位置する平
野の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2021年　岩手県公立入試　類似）

1.  西側に石狩平野、東側に十勝平
野

2.  西側に十勝平野、東側に石狩平
野

3.  西側に根釧台地、東側に十勝平
野

4.  西側に石狩平野、東側に根釧台
地

問2 日本の生乳処理量を調査した統計において、バターやチーズの原料となる「加工用生乳」の処理量は北海道が全体の約89.3％
と圧倒的であるのに対し、直接飲むための「飲用生乳」の処理量は関東や中京圏などでも高い数値を示しています。このよう
な違いが生じる背景について正しく述べたものはどれですか。 （2022年　埼玉県公立入試　類似）

1.  北海道は広大な土地を活かした
大規模な酪農が行われているが、
遠方の大消費地へ鮮度を保ったま
ま届ける必要がある飲用牛乳より
も、保存のきく乳製品への加工に
重点を置いている。

2.  大都市周辺では牛の飼料となる
牧草を自給する広大な牧場を確保
しやすいため、鮮度が求められる
飲用牛乳の生産を独占している。

3.  加工用生乳は飲用生乳に比べて
腐敗しやすいため、消費地から遠
く離れた北海道のような冷涼な地
域で集中的に加工する必要があ
る。

4.  飲用牛乳は加工品よりも市場価
格が低いため、輸送コストを抑え
る目的で、すべての都道府県にお
いて消費量に見合った自給自足が
行われている。

問3 世界自然遺産である知床半島において、エコツーリズムを推進するために設置されている「高架木道」について、地面から高
く浮かせて設置されている理由として最も適切な説明はどれですか。 （2021年　熊本県公立入試　類似）

1.  歩行者が地面の植物を踏みつけ
るのを防ぎ、かつヒグマなどの野
生動物との距離を保つため

2.  冬の間に降り積もる深い雪に道
が埋もれないようにし、一年を通
じて観光を可能にするため

3.  地熱による木材の腐敗を防止
し、メンテナンスにかかる費用を
最小限に抑えるため

4.  森林火災が発生した際に、木道
が防火帯として機能し、延焼を食
い止めやすくするため

問4 北海道では、サケの稚魚を人工的に育ててから川へ放流する取り組みが盛んに行われています。このような、自然の再生産能
力を補い、水産資源を維持・増大させるために行われる「栽培漁業」の仕組みとして、最も適切な説明はどれですか。 （2019年　

岡山公立入試　類似）

1.  卵からかえした稚魚を、自力で
生き抜く力がつくまで育ててから
放流し、成長後に漁獲する。

2.  海の一部を網などで囲った生け
簀（いけす）の中で、稚魚から成
魚になるまで餌を与えて育てる。

3.  海岸近くの浅瀬に産卵場所を人
工的に作り、自然に卵が孵化して
育つのを待ってから漁獲する。

4.  大型の漁船を用いて遠くの公海
まで出向き、回遊している魚を網
で一度に大量に漁獲する。

問5 北海道の太平洋側に位置する苫小牧市の気候の特徴について、年間を通じた気温と降水量の傾向を説明したものとして最も適
切なものはどれですか。 （2023年　長野県公立入試　類似）

1.  年平均気温が8度前後で、夏
（7・8月）の平均気温が20度程度
と冷涼であり、冬の降水量は日本
海側の都市と比較して非常に少な
い。

2.  年平均気温が15度を超え、年
間を通じて温暖であるが、梅雨の
影響を受けにくいため、夏よりも
冬の降水量が極端に多くなる。

3.  日本の典型的な日本海側の気候
を示し、冬は北西の季節風の影響
で雪が多くなるため、夏よりも冬
の降水量が大幅に上回る。

4.  内陸部に位置するため夏と冬の
寒暖差が激しく、夏は30度を超え
る日が多い一方で、年間降水量は
1000mmに満たない。

問6 北海道の農業の土地利用の状況について、東北地方と比較して述べた文として正しいものはどれですか。 （2023年　福島県公立入試　類似）

1.  東北地方は全耕作面積に占める
米の割合が高く米単作的な傾向が
あるが、北海道は米以外の作物も
大規模に栽培されている。

2.  北海道は全耕作面積に占める米
の割合が日本で最も高く、米への
依存度が東北地方よりも顕著であ
る。

3.  東北地方は冷涼な気候のため米
以外の畑作が中心だが、北海道は
広大な土地のほぼすべてを米の栽
培面積に割り当てている。

4.  北海道と東北地方はともに全耕
作面積のほとんどが米で占められ
ており、栽培面積の実数において
も地域的な差異は見られない。

問7 面積が約83,424平方キロメートルと都道府県で最大であり、多くの外国人観光客も訪れる北海道において、2005年に世界自
然遺産に登録された半島はどこか。周辺にはラムサール条約に登録された湿原も存在し、豊かな生態系が守られている。 （2017

年　愛知公立入試　類似）

1.  知床半島 2.  積丹半島 3.  根室半島 4.  下北半島
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
西側に石狩平野、東側に十勝平野

北海道の中央部にある大雪山系などの山地を境にして、西側（日本海側）には石狩川の下流に広が
る石狩平野があり、東側（太平洋側）には大規模な畑作が行われている十勝平野が位置していま
す。

問2 答え 1
北海道は広大な土地を活かした大規模な
酪農が行われているが、遠方の大消費地
へ鮮度を保ったまま届ける必要がある飲
用牛乳よりも、保存のきく乳製品への加
工に重点を置いている。

生乳の利用形態と産地の関係は、消費地との距離と「鮮度」の関係で説明される。北海道は日本の
生乳生産の大部分を担っているが、東京などの大消費地から距離があるため、輸送中に鮮度が落ち
やすい飲用牛乳としての出荷には不利な側面がある。そのため、北海道では生乳をバターやチーズ
といった保存のきく乳製品に加工してから全国へ流通させている。これに対し、千葉県や神奈川県
などの大都市近郊では、輸送距離の短さを活かし、鮮度が求められる飲用牛乳の供給に特化した酪
農が行われている。

問3 答え 1
歩行者が地面の植物を踏みつけるのを防
ぎ、かつヒグマなどの野生動物との距離
を保つため

知床のような貴重な生態系が残る場所では、観光利用が自然破壊につながる「観光公害」を防ぐ必
要があります。木道を地面から浮かせることで、貴重な植物の踏みつけを物理的に回避できるほ
か、電気柵を併設することでヒグマが木道内に侵入するのを防ぎ、野生動物との適切な距離を保ち
ながら安全に自然観察を行うことが可能になっています。これは、環境保護と観光資源の活用とい
う、制度の目的を具現化した仕組みです。

問4 答え 1
卵からかえした稚魚を、自力で生き抜く
力がつくまで育ててから放流し、成長後
に漁獲する。

北海道のサケ漁などで代表されるこの方法は、自然界での生存率を高めるために、成長の最もデリ
ケートな時期だけを人間が手助けする仕組みです。これに対し、出荷までずっと人間が餌を与えて
管理し続ける方法は「養殖業」であり、放流を伴う栽培漁業とは明確に区別されます。

問5 答え 1
年平均気温が8度前後で、夏（7・8月）
の平均気温が20度程度と冷涼であり、
冬の降水量は日本海側の都市と比較して
非常に少ない。

苫小牧市は北海道の太平洋側に位置しており、寒流である千島海流（親潮）の影響を受けるため、
夏でも平均気温が20度前後と冷涼な気候になることが大きな特徴です。また、冬は大陸からの湿っ
た季節風が山脈によって遮られるため、金沢などの日本海側の都市に比べて降水量（降雪量）が非
常に少なくなります。年間の降水量は1200mm程度であり、極端に乾燥しているわけではありませ
んが、冬の乾燥と夏の冷涼さが太平洋側の気候を象徴しています。

問6 答え 1
東北地方は全耕作面積に占める米の割合
が高く米単作的な傾向があるが、北海道
は米以外の作物も大規模に栽培されてい
る。

東北地方は伝統的に「日本の穀倉地帯」と呼ばれ、全耕作面積に占める米の栽培面積の割合が高い
「米単作的」な傾向が強い地域です。一方、北海道も米の栽培面積の実数（ヘクタール）では最大
級の規模を持ちますが、同時に小麦、豆類、てんさい（砂糖の原料）、じゃがいもといった畑作物
や、大規模な酪農も並行して行われています。このため、農地の全体像を比較すると、北海道は東
北地方よりも農業の多様性が高く、結果として全耕作面積に占める米の割合は低く抑えられること
になります。

問7 答え 1
知床半島

北海道の北東部に位置する知床半島は、流氷がもたらすプランクトンを起点とした海と陸の豊かな
食物連鎖が評価され、世界自然遺産に登録されました。また、北海道には釧路湿原などラムサール
条約（特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約）に登録された湿地が数多く存在
します。


